
サイエンスアゴラ 2026 STSステートメント・サイエンスセッション開催実施要領 

  

写真：昨年のサイエンスアゴラ 2025（2025年 10月 25日） 

における STSステートメント・サイエンスセッション 

 

題名：STS ステートメント・サイエンスセッション 

企画概要：九州大学大学院と政策研究大学院大学における科学コミュニケーション教育として、大学院

生が「STS ステートメント」を作成し、毎年３月に福岡市内で開催するサイエンスカフェで市民に向け

て発表し、その内容について市民とディスカッションを行っています。STS ステートメントとは大学院

生の研究成果が将来の社会にどのような影響を与えるかを予測し問題が発生しそうな場合（例えば環境

問題等）は、それにどう対処するかをまとめた宣言（ステートメント）のことです。それをサイエンスア

ゴラの場で実演し全国の来場者の皆様との交流を実現したいと思います。この取り組みの狙いは、社会

との科学コミュニケーションを通じた大学院生の研究倫理意識の醸成にあります。2026 年度も東京会場

での対面開催を行います。 

本企画は「科学技術社会論学会」の後援をいただいております。 

■実施日時：2026 年 9 月 12 日(土) 13:00～14:30  

■実施場所：テレコムセンタービル 4 階オープンスペース（東京都江東区青海） 

■発表予定者（敬称略）： 

司会進行：小林 俊哉 九州大学大学院 客員教授 

①本日の趣旨説明 小林 俊哉 九州大学 客員教授 

②STS ステートメント「EEG*による社会貢献できる？EEG 実装の便利さと不安を一緒に考えましょう！」

楊 潔 九州大学大学院 科目等履修生  *EEG とは脳波測定のこと。 

③STS ステートメント「非専門家市民との科学技術対話」 

工藤 大輝 政策研究大学院大学（GRIPS）修士課程 

④STS ステートメント「オフィスの賃料設計から考える『価値』の科学」 

阪口 友貴 筑波大学 博士課程/三菱地所株式会社 

 ※STS ステートメントの演題は事情により変更することがあります。 

 

参加方法：以下に、電子メールまたはお電話でお申し込みください。 

小林 俊哉 九州大学 大学院 客員教授 E-Mail kobayashi.toshiya.916@m.kyushu-u.ac.jp 

電話 090-3344-1177（携帯） 


